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　　　　　　　I地形地質概説
　京都府は近畿地方の北部に位し，長さ1蜘b11，幅25
～45kmを以て北酉一南東の方向に長く延び，その北鱗
は日本海に面している。
　地質學的にいえば，東郡府は西南日本内帯の北側を斜
に横ぎり，その中央より少し東寄りに位置するのである
が，京都府の中部は小林教授のいう山口地帯に圏し，南
部は領家馳鞘内に入っている。
　地質系統京都府を構成する地質系統は新しい方から
いって弐の表の通りになる。火成岩も愛成岩もこの表の
中に入れた。
　　　新生界
　　　　　第四釆
　　　　　　沖積暦
　　　　　　河成段丘堆積暦
　　　　　　奮洪積暦
　　　　　新第三系
　　　　　　奥丹後第三紀暦群英他，火山岩，火山緯暦
　　　　　　岩，綴喜累暦
　　　中生界
　　　　　白壁系
　　　　　　花樹岩類・領家墜武岩類
　　　　　時代未詳
　　　　　　舞鶴基性謎大岩類
　　　　　三鍾系
　　　　　　志高層群
　　　　　　灘波江腰群，日置層群
　　　　　　大浦子暦一
　　　　　時代未詳中生暦
　　　古生界
　　　　　上部古生暦
　地質唾　上に述べた地質系統は・その主要なものは大
盤東西乃至東北東一西南西の方向に・京都府を瀕きって
｝固版　京都府地質固付。
配列しており，東都鳳ま北からいって，丹後地糟，舞鶴
地機，丹波地鵜笠置地帯の四つの地質厘に分けること
ができる。丹後地欝は與謝郡粟田と天田郡上夜久野村鐵
鈷山を結ぶ線より一北の地帯であって；その基盤として花
樹岩が魔く襲灌し，その．ヒに丹後薪第三紀暦と火山樹類・
火山砕暦岩類が横わる。
　第二の鐸民地蒔ぽ隔知山の南方4klnの騒津峠と河鹿
郡奥．ヒ林村小康内とを結ぶ北東一南西の線を以て南限と
する幅20kmの地帯であって，その特色は色々の時代
の三鑑紀厨があることと1舞鶴基地牲避岩類（基性とし
たのは代表者を指したのであって，この避大岩類の中に
は超基性のものや，中性岩，更に酸性岩をも含んでいる）
が著しく襲達していることである。
　第三の丹波地礎は南山城の田遼にまで達する幅の廣い・
（70km）馳帯であって，大部分上部古生暦から成り，そ
の中に避入した花蝿岩類の岩株が露れている．所があ孔
との丹波地徽ま小抹博士のいう山口地帯に圏するもので
ある。
　最後の鉗竃地繭は領家地帯の一部であって，、止：部古生
暦とその中に醤入した花樹岩とから領家製或岩類ができ
た地幣である。
　地形概観京都府は南部にある繭北に長い（長36k㎜，
幅7～1O　km）山城盆地を除けば，殆ど糧抜1000m未
満の山地であって，その中に穐大きな盆地と一して亀岡盆
地（北西一南東長10k■口，幅3－5k］皿）と福知山一綾部
の盆地があるに過ぎず，それらの盆地以外には沖積平野
は河の沿岸に時に幅狭く存し・海岸では河口などにある
だけである。火山岩や火山砕暦滞は前記の丹後地機に襲
建し，舞鶴地葡にも存在するが・新第三紀（一部洪積世）
の屯のであって，既に開析されていて原形を留めない。
それ宅も京都府と兵庫縣との境にあって，山陰本鰯がト
ンネルを以て通過している夜久野は小規模な熔岩台地で
ある。
　　京都府の日本海々岸は宮津・西舞鶴・東舞鶴の諸鱈
を有し，山地が直ちに海に迫ったリブス糠岸であって，
宮津簿の有名な天の橋立は鰹央砂洲である。丹後（興謝）
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卒島め地形や地盤連動は昭和2年3月7日の丹後地震の
後で行われた多くの學者の研究で非常によく判って來，
この牛島カ地塊であることは地球物理異的にも明かにな
一ったのであるが，多田博士舶）の地形學的研究によれば，
この年島は東並に南が高くなった傾動地塊であり，牛島
の北東並に南東海岸は騒暦海岸で，北側の臨岸は海岸段
丘と小湧入を持つだ隆起沈降海津である。
　奥丹後牛島の内部の触形について，多田藩士はこの牛
島が：輪廻牲山地であり，中央部の晩壮年期にまで侵蝕
された度い小超状山地（500～700m）とその周園にある
起伏の極めて大きい壮年的地形楴とから成ることを明か
にした。
　京都府の中央部を占める山地は普1蕾丹波高原と呼ばれ
ているが，これは決して高原ではないので筆者は丹波山
地である。熟しそれが二輪廻牲山地であることは，峰の
定高性が認められることや・山地の東縁にある比叡山横
川中堂附近、比良山八雲ケ原・伊賀谷八丁平などに準平
原的地形乃至小起伏地形の遺物が見られるこ．とから推定
できる。
　太千洋斜面と・日本海斜面との分水界（即ち本府におい
ては由良川と桂川との間）は丹波山地の中にあって・一
．般に明瞭であるが，山陰本線の胡師騨附近では谷中分水
となっていて，車窓からは分水堺の位置は到りにくい。
この分水線の地形については上治博士”）が河の争奪作
用で説明した。
　丹波山地は東方に本府を出て滋賀縣に入り・北北東一
南南西の安曇川の谷を越すと急に高度を増して11oom
一を越える比良山脈｛最高熱武奈ケ嶽121全4m）となり，
高距700～900mの急斜面を以て，その東にある琵琶湖
面上に誓え立つ。．礒己の安曇川の谷は故中村先生胱）が
名デけられた花折離層が作った鐵暦谷であって・その東
側の比良山脚ま西側の丹波山地の本艘より約200m高い。
　亀岡盆地の北東側の縁は直線的であるのに反して，寵
西側の縁は複雑であって，沖積千野と山脚とが入り組ん
でいるのであるが，この盆地が北東縁に沿う断暦で蘭西
側が傾動的に落ちてできた断暦盆地であることは跣に辻
村廟士によって説明された（地形學339－340頁）。この
盆地の水はその東側の山地を横谷を以て瞳騒し・保津川
の峡谷を作って山城盆地に出ている。
　京都府の南東隅において木津川が東西方向の峡谷を作
ってレ・る肺ま笠置山脈と呼ばれたこともあるが，故中村
弟生冊）が論ぜられた通り，それは山脈というべぎもので
はなく，海抜木津川鐵贋以南で200～4りOm，以北で500
～600㎜の開析準平原であって，童仙房，高山村に小起
　錐　2　號
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ・干　　ノ伏面がかなり蹟く残っている。中村先生は都分野高原と
いう名題を提唱された。
　　　　　II地質形系統各論
　1上部古生層　この京都府最古の地質系統は丹波蝕
幣の大部分を構成するのであるが1舞鶴地帯内にも存在
し，笠置地溝にはその愛成物がある。本暦は小林博士の
いう山口相の岩相の累暦であって．石灰岩が極めて乏し
く，主として砂岩・頁岩（粘板岩）・チャートから成り・
糧織凝荻岩・輝織岩を件㌦場合によって礫岩があるこ
とがあ孔これらの岩石の組合せは一様でなく，地域的
に聖化する。本暦の走向・傾斜も一定していず，舞鶴地
帯及びそれに近い所では一般に走向北東乃至東西で・北
西乃至北に傾斜するが・丹波地糟においては走向西北酉
一東南東のことが多く・丹波山地の東縁に至って北東に
曲ることがある。傾斜方向は一定しない。
　舞鶴地機東部の上部古生暦を中澤・岡田面學士1“）は
竃高層群と名ずけた。これは暦厚．1500mを越える厚い
累層で，主として頁岩・粘板岩よりなり，砂岩・礫岩・
輝線凝荻岩・石茨岩レンズを挾み，南東側にある三鍾系
の灘波江暦群と勘贋で接し・舞鶴基性謹大岩類に貫かれ
る。灘波江層群に近く，後者との境に平行して，厚さ10
～40mの石荻岩レこ／ズが並んでいるが，濾百合・蘇虫類
（珊舳吻伽α日P．，此伽f伽㎜”α日p、等）化石に富み，
稀に珊瑚（肌皿αg舳p乃ψ砒㎜C｛．伽伽砒㎜）を含む。そ
の時代は二鯉紀と考えられる。
　由良川下流左岸にある志高炭坑地方を調査した碑戸學
士M4）によれば，同地方東部の古生暦は上部が砂岩・頁
岩互暦で紡錘虫（Mω80孔ω皿g洲舳）石荻岩を挾み，下部
が頁岩・チャート互暦であって，西部の古生暦はチャー
ト・頁岩・砂岩よりなる。
　舞鶴地鞘西部にも古生暦があり，由良川支流の牧川に
沿う山陰本線下川口・上夜久野間に石灰岩レンズが東西
に並んでいて，上夜久野村高内の石荻岩から釜子撃ザ1）
によって腕足類化石工ψo物8が謹見されたが，これら
の石荻岩からは己その他に海百合やw棚。舳αgeT伽皿が
見出される。上に記したM伽。ゐt口皿ger壱冊αやzepω舳
は共に二麹紀のものである。
　この触域より東に・河守町の南西に欝る加佐郡河西村
地方において，中澤學士は三錘紀暦の北に・それと闘贋
で境された，頁岩・粘板岩・砂岩からなる一系暦がある
こと，そして砂岩申に厚さ5～6mの台石荻岩礫岩が
はさまれていることを見出したが・鯛究の結果・この礫
岩は基質中にル。岳6肋1αger伽α伽伽gαr舳e，珊M舳
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目p、，8‘伽αgε丁伽α等の紡錘虫化石を含むこと，一それら
が個々ばらばらに，それらの動物種の生存期間内に運搬
され，堆積したものと推定し，時代を．1＝紀二盛と考えた。
　京都回近の古生暦は頁岩・粘板岩・砂岩・チャート・
糧緑凝茨岩（これは凝灰岩のほかに熔岩・集塊岩を含む）
からなり，や、まり石茨岩に乏しい。嘗て故中村先生と館
林撃士と筆者州が研究し，昭和1工年に製表した京都西．
地　　質　　誌
山の古生暦の暦序を展準として，以前から筆者が調べて
いた愛宕山・高雄を含む京都北西山地の順序や藤原・澤
田面學士I里血）が昭和．16年に製表した京都北山σ層序，市
原學士が昭和22年頃調査したその東隣りの厘域の暦序
を，主として化石や輝線凝荻岩を基準として最近比較．
鋭化I阯）した。その結果は弐の表の1襲りである。
酉　山（中村・松下・館林〕 北　酉　山地　（松下） 北　　　　山　（市原）
d・
・900～1OOOm
1400m
1450～1600
i500～
工600
800＋
砂岩（頁岩を伴う）
下部に輝線凝友岩
砂岩・頁岩・チャート
基底に輝線凝友岩
（合化石石文岩を伴う）
砂岩．頁岩’
基底に輝線・凝族岩
（合作石石灰岩）
チャート・頁岩
比較的上位に輝線凝
友岩（合化石石炭砦
を伴う）
中位に合化石石庚岩
砂岩
1500m砂岩（頁岩を伴う）　亙
　　　　チャートが多く，頁」）
　　　　岩・砂岩・中位乃至
　　　　比較的上位に輝線凝20001n族砦C　　　　下部に石炭岩レ；／ズ
　　　基底に所謂アジノール　　　　　　　　　　　　　　氾
900＋チかト（砂岩・再　　　　友岩手レyズを乍I…う　　」■一…
　　　　チャート・頁岩・砂700＋　　山
　　　石
A
　　　　砂岩（頁岩・チヤ1
1500m＋トを伴う）
　　　　基底に80㎜未満の黒
　　　　色頁岩
900　　チャート
1500～　輝線凝庚岩
500　　（合化石石文砦を伴う）・
　　　　角岩（頁岩・砂岩・石1500＋　　　　友砦レンズを伴う）
チャー1・
（頁岩を伴う）
　京都回近の古生暦には上述の通り，石灰岩が乏しく・
それは常に30m未補の小さいレンズをなし，放散虫以
外の化石はすべて石灰岩中に見出される。但し化石は多
くない。西山のb暦中部（b。）からは紡錘虫外伽伽8
cf．獅〃ω80〃批正が，b暦．卜部（b’）からは紡錘虫So乃㎜α一
ger伽岨Ci一舳王g伽伽が産し，O層下部の石灰岩には駈万一
ωψ・伽α〃岳α・，舳、Cf一仰心㎝V乱1・．ρ血舳；冊，舳．
壱冊。｛苫α，　”r｛前。材‘8ci．8㎜あ。あ801e’“，　ア～鵬加王｛珊‘η“目pP一カミ
認められた。これらb贋・c暦の紡錘虫化石は二盛系最
下部のSakm肌il㎜を示すものと考えられる。c．暦から
は紡錘虫のほか・溝虫類（挑1㎜王伽舳）化石も出札d
暦最下部の石茨岩の化石は癬虫類（用舳ψ0r“コ肋f0岳一
｛舳棚砒，凪舳舳砒）腕足類・二救介・珊瑚（工O帆寓d仙一
θ王ωであって，紡錘虫はない様であるが，この暦準の
・西方延長である南桑田郡酉別院村犬甘野の石灰岩からは
月例伽舳ユ伽砒。f．”o伽8｛8が出，A批in目ki刮nを示す。
　北酉山池にあるレニノズ状石茨岩からは未だ化石を見出
さない。北山では瀕馬山方面にC暦の化石が産し，＾一
㌍0伽舳王切α加ρ00包O皿，正比側er伽伽’柵必が識別された。
このフォーナの示す時代はS眺m肌i乞nより疎しく・二
塁紀のA村in昌ki冊nあたりと思われる。・
　かくて西山のb暦・o暦はS乱km舳iaI1に，a暦・北
山の。暦はA武in日kianに欝ることが考え・られる。
　北酉山地の3暦基底をなす所謂アジノール板岩は新鮮
なものは茨黒色で多少珪質な板岩であって，風化すれば
黄褐色とな乱この板岩は剃刀砥に適し・鳴麗砥とし
て，古くから探掘されている。
　山城盆地の東側の山地の古生暦には特徴のある地層が
なく，石荻岩には化石が極めて稀であるので，東山の古
生暦を西山や北山のものと封地することは困難で，今の
ところ無理であるが，東山にある輝線凝茨岩を西山a后
基底暦や北山の。暦に甥比し，宇治川・田原川合漉錨の
糧織凝茨岩（俵伏溶着を含む）をe暦下部のものに欝る
と考えることができ乱然る時は大文字山五別所の石茨
岩はb暦に欝るのではないかと想像される。
　古生衝が花開岩に．よって送入された場合は接鰯蟻戎の
現象が起り，砂岩・頁岩’粘板岩はホルyフエルスに，
石茨岩は結晶質になっている。頁岩（粘板岩）から整っ
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たホル・ンフエルスには接鰯鏡物として墓青石（稀に紅柱
石）ができていて南桑田郡稗田野村櫻天瀞や大文字山の
ものは有名であり，殊に前地のものは美事な六角形の柱
状結晶で櫻石と呼ばれていたのであるが，菊池博士一）は
栃木縣群馬縣麗附近の嬢長瀬川産の蔓青石と共に研究し
た際・Oer乱畠iteと名づけた。但し櫻天解のものは風化し
てビニ雲母（p㎞ite）の濯嬢に鍵っており，天然紀念物
に指定されてい孔（笠置地方のものに就いては領家愛
成岩のところで述べる）。大文字山の五別所には古生暦
中に接鰯璽質を受けて結晶質になり，珪茨石CaSiO岳，
ヴエスーヅ石．0HCaoA1i（Si0’）5，柘榴石C細Al，（Si0＾）目
サーラ糧石MgSiO窩，葡萄石H里C乱聖地（駄O・）緕等の接
鰯鑛物を含んだ石茨岩のレンズがある。
　2三蟹紀層　これは舞鶴地帯に限って存在し・同地糟
の方向に，勘ち東西乃至北東一南西の方向に配列してい
る。三騒紀暦には時代の異る暦が少くとも三つあり，古
い方から犬猫子暦・灘波江暦群・志高磨等と呼ばれてい
るが，それら相互の間には古生暦・基性逮大岩・沖積
暦等が介在していて，相互間の層序學的闘便は明かでな
い。
　28大池子層　夜久野から東に流れて繭知市北方で由
良川に合する牧川の容に沿って後記の日置暦が延びてい
るが・その北に1km余の距離を隔て土人油子暦があ
り・やはり東西に走っている。この暦の名ははじめ三雲
寧士剛がつけたのであるが，この暦から昭和22年小賀
盤一氏14工）によって三盤紀の菊石化石が襲見された。本
暦は暗青色頁岩厨であって・Ani畠iC世を示すかといわれ
るCeratitid鵬の菊石のほかに二枚分跳伽舳，θ〃一
四舳α，蘇虫類等の化石を含む。
　舳8置層本暦は由良川支流牧川に沿い，天田郡下
夜久野村日置を通って東西に延びる頁岩・砂岩の暦であ
るが・明治24年頃，亘智部陣士7）によって分化岩がそ
の中から霞毘され，横山憾士によって二枚分州9㎝｛皿，
肋O～ω伽リα，一Z伽並等が識別され，その時代は中生
代・恐らくはジュラ紀・と考えられた。その後大正14年佐
伯學士’里）は同地産の州g0舳を州gO椛加物乞㎝銚
とzψ伽α毎に分け，時代をジュラ紀とした。更にその
後昭和13年に小林博士H且）は山口縣の犬嶺炭田の平原衝
の三角介を日置産のものに同定し，M…㎞柳｛g伽｛αという
新亜属を創設したが，時代を上部三顧紀Camic世と考
えた。
　20灘波虹層群　これは前記の舞鶴暦群と南側の舞鶴
基性避大岩盤とに瑛まれて巾の敏い構をな・し・中途で鐵
頼しながら，幅丼縣大飯郡内浦村から南西に・松尾寺・
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寺田・於興岐・八田を経て河鹿郡物部村まで30kmの
間認められる。はじめ亘智部博士は明治25年頃，幅丼縣
大飯郡青郷村西三松と内浦村灘波江において分化石を駿
見し，時代を古第三紀としたが，その後間もなく小川博
士14）はこの地腰を灘波江板岩と名づけ，その時代を中生
代（三鍾紀？）とした。その後は長い間この地歴と化石
を研究し，製表した人はなかったのであるが，昭和22年
中澤圭二學士は舞鶴炭田の調査に際して松尾寺地歴にお
いて上部三鍾紀の饗冨な化石を襲見し，弐で灘波江にお
いて静戸信和學士と共に化石採集を試み，同地のフォー
ナが松尾寺地歴の來淡暦のフォーナと同じであることを
明かにした。
　中澤學士と岡田節夫學士1阯）は來炭暦たる灘波江暦群
を岩相と化石によって亥の4層に厘分した。
　（下から）
N二暦→囲砂岩・砂質頁岩．頁岩互鳳30m＋
　　　化石は腕足類菊・．石等
N層一砂岩で頁岩・砂質頁岩を伴う，1OO～350m
　　　一中部に二枚分化石饗富
N旧暦一頁岩・砂質頁岩で砂岩を伴い，無煙炭を爽む
　　　（松尾寺で5枚），400m一。
　　　二枚分化石と淡厨附近からα砒do〃棚8日p．，
　　　石α｛〃郁spr，一Podo暑αm｛fe8王山”oeo正ω“品，P析Ψo一
　　　助ψ舳目p。・M舳α一α伽伽品等の植物化石。
N層一砂岩，150m＋
　　　化石（：枚分）は少ない。
更に中澤學士i睨）は弐の化石緒を分けた。
（岩相厘分）　（化石帯）　　　　　　（化石国分）
“暦一NI皿…肋か枇r伽α目F　K6・・・・・・・・・・・…　　　N1
N摺一N物“・α舳m伽目p．K2田r・
N。暦一Nω…（M肌州90舳んψ舳側…・・……・NlV
　灘波江暦群はフォーナによって大嶺炭田の美爾暦群の
平原働土佐の河内ケ谷層群申・下部・上記下夜久野村
・＊（）は他の化石帯にも出るが，非常に豊富，N帥，
Nω　は化石に乏しくその特徴は明瞭てたい。
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の日置暦に勤比され，．I：部三騒紀のカーニヅク世と考え
られる。
　2血志高層群　これは舞鶴炭田を構成する來炭暦と．し
て灘波江暦群より重要なものであって，由良川下流左岸
に，加佐郡岡田下村並に中村に，東西2k血・南北5km
の範園に現れている。本層群は從來何人かの撃者によっ
て調査駅究され，無煙族暦に伴う樋物化石によってその
地質時代一まジュラ紀と考えられて來た。申でも散大石博
士肥）は昭和7年に志高の植物化石を研究して弐の工7種
を識別した。八丁ωα伽㎜伽苫昌p．Cfr㎝舳r‘古，αf舳助一
励｛用，”舳舳伽，αfw舳〃α，αd舳｛伽一α胞，αア1α｛一
61舳舳加，αぴr．・榊1わ。r鮒1，α舳｛舳川舳拙，α
f伽砒｛舳伽丑“，　cf＾　〃〃皿打㈹　mεgα〃ψエ王舳，　0壬ωαm祝舶
目pP、，　Z“冊＾ψ畑r｛月岳〃帆。ρμリπα，　Z8＾仇泌‘冊8｛罧，　Z　sp・，
om正舳伽舳地？昌p一，∫棚。舳刊伽岳伽紬砒洲，丑Jα一
冊舳！州パ，αwoエ舳舳目p一このフローラの時代につい
て犬石鱒土はそれが手取フローラに特有に要素を含まず
反甥に或勿フローラと0伽dψん～〃舳～励伽岳｛岳，αん休
b〃n加納，α愉一舳肋。rs肋，　伽舳｛oμ洲母鮒帆。一
がψ“を共有しているので・寧ろ成弼フローラに近いの
であるが・後者に特有なDipterid乱。冊e（やぶれがさう
らうぽし科）を含まず，中部ジュラ紀型の伽舳棚舳一
9α”ψ“、，Podo舳椛伽8即納側。”を含んでいるので，
志高のフローラを中部ジュラ紀と考えた。
　志高暦群は頁岩・砂岩・礫岩からなる累暦であるが，
昭和22年にこの地方を調査した碑戸學士I岨）は志高暦群
を下からM　I，M皿，“m，W〕V，“皿Vの5麿に国分
した。無煙族暦はMVに含まれ，その．ヒ下盤から植物
一化石が出る。従稽志高暦群から動物化石の産出は知られ
ていなかったところ，祓戸學士はXVの最下部をなす
砂塵頁岩中から二枚介の抑。ψω’伽，一θ舳伽側箏の小
動物群を襲．見した。このフォーナは積極的に時代を示す
ものではないが，神戸學士はその時代を上部三盤紀と考
える。本暦群に多い礫岩についての岡學士の観察によれ
ば，x　Iには全く火成岩酪ま含まれず，M皿より．ヒにお
いては踏ま砂岩・チャート（糧百合を含む）・花樹岩・黒
雲母安山岩・紡錘虫石次号等であ孔筒・神戸學一との観
察によれば恵高衝群1ま古生暦を傾斜不整合で蔽い，基性
火成岩類並に石英粗面岩類に貫かれる。
　20　その他の三国紀膚　志高の鹿西直距離13kmの
加佐郡河西村公庄において二枚分化石吻。助〃伽が見
出されたが・この化石を含む地歴を中澤學士は河西暦群
（未公表）と名づけた。それと似た地歴が由良川の東側に
も襲達しており一，中澤氏は河東暦群（未公表）と呼ぶ。こ
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れらの地層について目下同氏が調査中であ孔
　3時代未詳の中生層　20万分の1地質圃幅生野・宮
津．比叡山に中生暦で表された地暦はその後の研究によ
って，一都は古生暦，一部は三盤紀暦であることが鯛か
にざれたが，箇時代の判らない中生層らしい勉暦が舞鶴
地槽丙に残っている。いずれも砂岩・頁岩・礫岩からな
るものであって・1）前記の日置暦と犬漉子暦との中間・
2）．と記の河東層群の南，．3）舞鶴簿沿岸に見られる。殆
んど化石が出ないので時代は未詳である。
　4舞鶴基睦迷入岩薫　これは既述の通り，舞鶴地帯
に，一東西乃至北東一雨酉の方向に鞘状に襲達する種々の
迷入岩類であって，基性岩である斑繍岩類・輝緑岩の他
に，中性岩の閃織岩や超基性岩の撤橿岩や吏に酸性岩た
る石英閃織岩を含んでいる。従來夜久野珪惟火成岩類と
いう名を使った人もあるが，夜久野は玄武岩台地である
から，この場合には適當ではないので，舞鶴の地名を使
うこと上し，軍に火成岩とせずに遊入者と，した。
　この砦類については嘗て小川先生M）が研究されて，こ
れが古生暦中に送入した餅盤であり，種々の岩種が存す
るのは斑繍岩からの岩漿分化によるとされた。その後，
富田博士41）と杉博士“）は同時にそれぞれ下夜久野地方
・綾部北方のものについて研究した。富田博士によれば
諸岩石の分布は帯状をなし，基性のもの程，山塊の下部
にあって，．ヒヘ行く程墓牲を滅ずる，即ち下から糧岩・
斑繍岩・閃縦斑糖岩（斜長岩を伴う）・角岩石門線岩・斑
繍閃緑岩・閃織岩（一部石英閃織岩）の順となってい
る。而して同揮士はこの幣朕配列の成因を早期晶出鑛物
と残液との反懸が下部では不十分であり，上方に至る程
反腫が十分に行われた結果の岩漿分化に録した。亥に杉
博士によれば避大岩の分布は幅5kmのうち南孚が斑繍
岩，北牛が閃緑岩であって，斑繍岩の更に南に一部異剥
岩がある。杉博士も亦この岩盤を餅盤と考え，岩石の配
列を岩漿分化によるとするのであるが，その岩漿分化は
晶出鑛物の沈下と遅い冷却に蹄し，岩漿分化の初期にお
いて沈下した異剥石の一部が餅磐の底部に集って異剥岩
を形成した屯のと考えた。
　杉博士の調査地の北東に當る梅迫・・吉坂間，長さ工8
km，巾5～6kmの北東一南西に延びた舞鶴基性避大岩
盤は，中澤學主宰の調査によれば，麹欄岩・閃織岩がそ
の主部を占め，南東側に輝線岩が，北西縁にシャールス
タイン様糧緑岩が存する。・斑繍岩・閃緑岩は流状構造を
示して，片腕岩状に見えることが多く1輝線岩も亦多少
諸状構造を呈する。シャールスタイン様輝線岩は古生暦
の輝線凝茨岩に酷似する。
一一． S5’
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　この岩膿が與えた接鰯饗戎作用は非常に弱いものであ
って，一 ｱれに接した灘波江層群の堆積岩も殆ど墜化して
いない。岩石の配列・流状構造は岩漿が駆カを受け乍ら
流動迷入をしたのによると中澤學士は鮮麗する。
　この岩盤中には蛇紋岩が小規模（20㌧3m）に存在する
が，竹中撃士］柵）16’）の指右磁氣測定によれば磁気の水平
分力の方向がまわりの岩石のそれと直角方向である。
　舞鶴濁沿岸の基性遂大岩類は北牛は石英輝線岩で南牛
は輝織岩・ジヤールスクイy様輝織凝茨岩である。
　大江山の蛯紋岩・撤麗岩は大江山塊の大部を造り，大
江山ニッケル鑛床の原岩をなすものである。副も向地の
撤魑岩・それから製った蛯紋岩I・それらの中に岩腺をな
して存する輝線岩が風化し崩壊して低所に崖錘を造って
堆積した岩暦が風化作用によって生じた合ニッケル紅土
がニッケル鑛床となったのである。この鑛床については
木下教授・瀧本数授I”）・菊地氏I’1）・田久教授・鵜飼
助教授！州の研究がある。新鮮な蛯紋岩ではNiOの百
分比はα18であるのに封じて・鑛床を次す粘土に於ては
NiOの品位が大きくなり・地下2～4mの所で1・2％に
達して最大となり，それより深くなれば品位は減ずる。
　5・花崎岩頭　花鵠岩類が丹後地溝と笠置地欄とに襲
達し，丹後地帯では小岩秩をなして少し現れているに過
ぎない。丹後地葡のものは黒雲母花樹岩と負閃黒雲母花
蝿岩であって，石英閃織岩の部分もある。未だよく調べ
られたことがない。花樹岩申に石英斑岩々肱が中郡三重
村森本にある　（方向北々東，長2500m，巾200m）。
また花樹岩中にはペグマタイトがあるが，峰山町の南西
11kmの中郡五箇村犬呂のベグ今タイトはフエルク．ソy
石Y（Nb，Ta）0・を産し，それについて岡久保教授H’）
110）の研究がある。
　丹後地糟の花崩岩については從前から研究があった。
東都市の北東方にある比叡山一大文字山間の花樹岩は東
西・南北谷藪kmの岩秩をなす。この花樹岩とその申の
脹岩については古く比企教授の研究があった。この花嵩
着は石英・正長石・黒雲母・斜長石を主成分とする黒雲
母花闇岩であって，副成分として褐簾石を有することを
特長とす乱潟簾石は捕獲岩の中やその附近に多いこと
オ螂城學士の研究で明かにされた。花嵩岩中には牛花嵐
岩と饅斑岩がそれぞれ北々西一南々東並に北々東一南々
西の方向の細い岩瞭をなして入っており，このプルード
ンの東部には花樹斑岩～石英舞岩の大きな岩腺（長さ1O
km，巾最犬O．4km）が入っていて，南北両側の古生暦
の中にまで1蘭っている。比企博士里，）ほ亥に示す分析表に
よって・二種の腺岩が花嵐岩と原岩漿を共有レ花樹岩
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より後で避入したものであると論じた。
　比叡山の北方直距離3kmの水丼山以上には石英閃織
岩がかなり虞く理れ，鞍馬の北6kmの花脊峠には閃織
岩が，花脊には黒雲花樹岩が現れている。
SiO．
TiO皇
川里O蜆
FeさO訂
FeO・
MnO
WgO
CaO
N乱里し）
K，0
P里O。
灼熱減量
黒雲母
花樹岩
72，43
　0．28
14．11
　O，23
　2，39
　0，22
　0，77
　2，08
　3，12
　3，13
　0，27
　1．22
100．25
花嵩一斑岩
　73，86
　痕跡
　13，49
　0，38
　2，46
　0，32
　0，10
　1，17
　3，37
　3，53
　0，24
　1．23
1OO．15
牛花縄岩
　75．93
　痕跡
　13，73
　0，23
　0，82
　0，53
　0，15
　0」87
　2，91
　4．80
　痕跡
　O，37
100．34
　大阪府警能郡東能勢村か一ら三島郡石河村に且って，北
西一南東の方向に延びた，長さ12k加，巾5kmの石
英閃織岩～花樹閃織岩の岩秩が存在するが，南桑田郡酉
別院村に於て京都府の中に少し入り込んでい孔
　前言己の南桑田郡椀田野村櫻大棟の櫻石を接鰯整質によ
って造った花樹岩は黒雲母花樹岩であり，東西3km，
南北4k㎜の岩歓をなしている。上田學士］畠干）の分析に
よれぱその化學成分は茨の1頃りである。　SiO，72．16，
TiO，O．35，A］，O目13．93，Fe，（）、α49，Fe02．23，MムO
O．26，　MgO　O－63，C乱（）2刀2，　Naρ3．61，K，03．23，
P，O品O．28，肌O（±｝O，81計100刀O。なおこの花樹岩
中に大谷鑛山のタソクステ1ノ鑛臓がある。
　5里領家璽成岩京都府の南端にある笠置地溝の花樹
岩は領家愛成岩と接鰯鏡物を件っていて，以前から人の
注目を引くところであって，見學・採集が度々行わ札
研究も行われた。こkでは有田學士1帥〕の論文に從って
記斌する。有田氏は愛成岩を四つの型に分けた
二1ガ幾驚膿1：維1篇
　　　　　　岩と呼ぶ蕾期花鵠岩に附随。
　Y、型　　片理のない細粒黒雲母花樹岩（織色角閃石
　　　　　を含むことが多い）に闘係，柳生花開岩と
　　　　　呼ぶ新期花樹岩が附鯖。
　K里Y。型K理・Y型両者の特性を肩時に持ち，極め
　　　　　て特徴のある璽成岩。
木屋花嵩岩は笠置より西にあるもので，靭生花嶺岩は東
一46　｝
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にあるものである。
　K・型の饗武岩は黒褐色のことが多い。接鰯鑓物として
紅柱石・蔓胃石が出來てい孔一般に白雲母の量が多い。
花樹岩の主成分は黒雲母・石英・斜長石・徴斜長石であ孔
　K，型の璽武岩はKエ型の特異な場合で，接鰯部約3m
の間は極く鰯璽の暦に貫入製成岩となってい・る。
　Y1型の製武岩は三ケ岳附近にあって，新色のものが多
い。接鰯醐ま申挾く（500m），接鰯鑛物とし蔓青石があ
る。石英紙阪がある。白雲母1はあまりない0
　K里Y1型の璽成岩は褐色石英を持つことが肉眼的特徴，
接鰯鑛物は珪線石・柘榴石・蔓青石・紅柱石。この蟻成
岩は木屋並に柳生の爾花蝿岩の接鯛によって生じた複饗
成岩である。爾花蝿巻の黒雲母を比較するに，屈折率は
前着の方が低い。
　松本學士岬の研究によれば花嵩号化作用の過程が認
められ，先ず斜長石と石英の製質斑晶ができ，茨で加毘
長石が瞳隙を充㌃と鮮麗される。
　6層■累層宇治町の南東直距離10kmの綴喜郡宇
鯛原村に，鯛5㎞，南北L6kmの廣さに繍三
紀暦が駿建し，糧慶異化石を多産するので有名であるが，
池邊教授1冊）はこれを綴喜累層と名づけた。同氏の研究
によれば同素厨（酉半部）の暦序は弐の通りである。
　（下から、
　　（1）塊状泥質疑茨岩……・……・’・・・…………35m
　　（2）贋茨着（職’物8壱㈹α居α肌鮒α4床）……5㎜
　　（3）塊状泥質疑荻砦及凝茨質泥岩（植物
　　　　化石及0物㎜弊を含む，植物化石
　　　　中に昨年　00〃一グ0m切売ψω〃一冊α㎜一
　　　　mα舳在が露見された）・……・・・・・・・・・・・…30m
　　（4）粗粒砂岩……・・………・・……………、．25m
　　（5）砂岩及泥岩互暦（泥岩中に丑吻一0㎜α
　　　　　を含む。上部の砂岩中にθ伽伽θ凶
　　　　側ψ砒gαω伽e舳48，刀。岳伽｛αその他の化石
　　　　床あり）・・…・・…・・…・・・………・…・・……20m
　　（6〕凝荻質砂岩と凝茨質泥岩の互層（中
　　　　　部の泥岩中に08かωg物8床があ
　　　　　り，最上部にル皿ぬm4制洲舳r｛8
　　　　　α〃gαωα榊｛8の多い化石床あり〕…20m
　　（7）含礫砂岩と泥岩の互層（．ヒ部は礫岩
　　　　　多く〃舳州〃αmα舳励e棚楓
　　　　　厄’ε伽伽冊泌αm〃皿4の著しく多
　　　　　い化石床型の幣がある”o士。㈹‘〃α
　　　　　槽として東の方へ栢の南まで追跡で
　　　　　きる。　Proむ㎝α‘肋　襟の最．ヒ部に
誌
　　　　”1〃枷‘α8一刀皿榊の多い床がある。
　　　　この糟は一番化石に富む）・・…一・’’・・…一35m
　　（8）凝灰質泥岩・・……・’…・’’’……．．………30II1＋
　　（9）花贈質砂岩・礫岩・凝灰質泥岩亙暦
　　　　（泥岩中に保存不良の植物化石）・“・・…・50m
　この綴喜累暦は古生屈を不整合に破い，爾に20～35“
の負で傾斜し，．南側の古生暦にアバットする。綴喜累層
は池邊比等の提唱するre晩r　C1a日8iica七ionでいえば一
F里～F副（中新世）である。
　6望真丹後新集…記に・火山岩・火山砕層岩　奥丹後
年島には花嵩岩を被って新第三紀暦と火山熔岩・火山砕
暦岩が饗蓬していることは銃に述べた。これらの地層・
岩石については昭和3年の丹接地震の後で行われた津慶
鰯土の詳細な研究があ乱それによって古い方から簡題
に記せば弐の癒りである。
　　11）石英粗面岩熊野郡田村及諌野村
　　（2）古期安山岩　中央高台の過孚部を占める。
　　　　凝茨岩・集塊岩を挾み，全暦厚最大300m
　　（3）薪第三紀暦下部　中央高台東部に襲蓬。
　　　　その下半部は礫岩（礫質は花樹岩・古朝安山
　　　　岩で，上孚部が砂岩・頁岩からなる。植屋村
　　　　では暦厚700mo
　　　　竹野郡八木村からは細粒砂岩から植物化石
　　が出る・頁岩から植物化石が寵する所は竹
　　野郡溝谷村．與謝郡野間村・世慶村である。
　　松本ヨネ兵u0）が世屋村木子で凝集し大石
　　博士が鑑定した植物化石は肋碗棚舳伽
　　岳伽肋m（ヌマスギ科），z泌。ω硯邊鮒伽
　　（ケヤキ）・α凶切伽岳一α”倣。柵（アカシデ），
　　αcαrρ伽。誠㈹｛クマシデ），Q砒鉗。棚α6伽‘
　　脇岳伽皿（クヌギ），　④ψα一’ω（アラカシ〕，
　　地g棚∫e舳伽ω（アメリカブナ），且加一
　　ρ㎝1｛卿（イヌーブナ），M伽㈹舳一e8ダmo冊伽ω
　　てウラジ目ノギ），皿α正舳卿伽（アッキナシ），
　　m伽枷砒棚（シナノキ科）莫他である。
（4）含膚閃石輝石安山岩下部は凝茨角礫岩
　　紫蘇糧石安山岩
　　黒雲黄陵山諸
（5）複輝石安1」』岩孚島の北東岸・北澤に巌く分布。
　　凝灰岩及凝茨角礫岩（上部新第三紀履）
　　石英粗面岩
（6）複輝石安山岩
　　含月内石破轄質安山岩
　　角閃安山岩
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　　6証久美績地方の第…紀層　火山岩等　こカらについ
て阿古同學土の研究がある。それによれば黒雲母花嵩岩
．ヒに横わるものは弐刎■廣番になっている。
　　　（1）安山岩A　その中に璽円安山岩・含紫蘇糧石
　　　　　安山岩・含輝石安山岩
　　　（2）久美演暦・礫岩．砂岩・擬茨質頁岩から成り
　　　　　植物化石00㎜μ0mφ物舳伽m舳mα舳｛を
　　　　　含む。
　　（3）古期石英粗面岩　斑状石趨
　　（4）安山岩B．凝次角礫岩を伴う含角閃石輝石
　　　　　安山潜・複輝石安山岩
　　く5）三原暦　安山岩質疑荻礫岩・安山岩質疑茨岩
　　（6）薪鰯石英粗面岩
　　　　　安山岩C　複輝石安山岩
　6。真蟹蔑松尾寺カー画の新築…紀層・火山岩須　中澤・
岡田面學士胴）の研究によれば古い方から弐の順になっ
ている。
　　（1）愛宕山石英粗面岩
　　（2）下部松尾寺暦25m⊥，礫岩を主とし，砂岩・
　　　　泥岩を挾む，化石未襲見。
　　（3）青葉山程石安山岩及集塊岩
　　（4）．ヒ部松尾寺暦20m＋，一礫岩を主とし，凝灰
　　　　質砂岩を挾む。
　7。竈洪積層　これは京都府南部にあるもので，主と
して山科盆地周蓬の丘陵地，即ち西山の麓の丘陵・東山
山麓の清水一稻荷一深草の丘陵・・桃山丘陵・賛緊山方面
の丘陵・宇治丘陵・男山一奈良間の丘陵を造っているが
その他，相築郡島山村・大河原村の都分野高原．ヒにのり，
綴喜郡宇治田原村の低い山地に存在する。亀岡盆地には
南東隅にあるだけであるが愛宕山北酉直距離4kmの
越畑盆地を埋めて存す飢
　西山々麓のものは前に筆者劉のが，東山々麓一桃山
のものは最近鳥居昭三氏I舳）が調査した』それらで知り
得た層序を甥比すれば表の通りである。
　　　　繭　　　　山　　　　　東　　　　　山
上部向日町礫層
＾　　　　　80m＋J
一㎞ｽ行不整合川二無幾燃
？
桃山礫暦　　　30m＋
　　　不整合
　　　’中ノ茶屋砂礫暦
　　　　　　　　17m
㍗ケ雌
第　2　號
　　石呈上里粘土暦の、ヒ部からは淡水分化石　エ14m冊｛刎肌
　ao〃ψ鵬佃島エ』δo批gエ卿づψε吻ゆρo肌8公イツガヒ，助忙
　古。畑”oん吻棚イケテウガヒその他4種（何れも現生
　種〕が産し，植物化石ハ卿㎜伽㏄伽〃シキシマブ
　ナ，月α王伽用8冊卯仰η｛o㎜母コウセキハマナーツメ，〃α〃
　㎜α併0〃伽シリブトビン等（海湾生のもの3種1淡水
　生，．潔地性のもの各1，山糊生のもの2種）が知られた
　（三木博士剛肋〕の研究）。
　　東山の山城暦群の3層は何れも植物化石を含む挑．ヒ
　の2暦のものはコウセキハマナツメ・シリブトピジを含
むのに反して，下暦にはない。谷口暦（谷口は伏見厘深
　草の地名）は刀08舳α砒mg砒王。舳（ウラカガミう，∠舳伽一
γ皿g舳舳αハイガヒ，英他の海生二枚分化石を有する
ことで特異の存在であ乱昭和7年頃新東山トンネルの
工事の際西口近くで古生暦の岩盤の割目を允した青黒
い粘土の申から審員地pα舳舳帥1岨用｛α仰皿アカニシが
出たといわれる。
　董栗山方面の洪積暦については層序の詳細な研究はさ
れていないが，三木博土的川）の植物化石の研究がある。
　．ヒ記の向日町礫層・桃山礫暦というものは分布が廣く・
乙謝暦等がない所にも存在し，海抜400m以上止の高地に
も見出される。宇治丘陵の洪積暦は全部これであり1そ
の分布を見るに字給田原村から，滋賀縣へ入り，麟績し
乍ら琵琶湖の方へ向っている。現在の宇治川の少し南を
通っているわけであるが，これは丁度河の流路に當って
いたものかと思われる。この礫暦は山の高所に虞く襲達
しているので・故中村先生はこれを山砂利暦と呼ばれ・
多雨期叉は激流期に生じたものと考えられた。西山の方
で屯この礫層は海抜測m以．正＝の山稜上にのっている。
　男山から田趨の西方を経て奈良方面に亘る丘陵を造っ
ている洪積暦については未だよく割っていないが，國鐵
片町線覗園鐸の遡りを南北の方向に向斜軸が1重っている
らしく・それより西方では東へ1O。内外傾き・東では西
に傾く（20’以上のことが多い？）か，又は水平のこと
もある。
　京都府南東隅の相樂郡高山村・大河原村には津分野高
原上に亜族を含む洪積暦が襲達ナ孔これについては昭
和22年菊工省岩田開襲調査において中村・岡田面學士が
調査した。それによれば洪積暦は黒雲母花開岩を不整合
に扱い，上・下の二：部に不整合で分けられ孔下部暦（15
m）は含亜炭暦で，．ヒ部暦（北叉暦）は厚さ60mの礫
腐であ乱下部暦の下部10mは下からアルコース砂岩・
蛙目粘土・木簡粘．止・亜炭（木質）0噸になっており，
亜炭ほ2枚あり，厚さは伊賀川の南では厚くO．5mから
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最犬O．9mになる狐川の北ではO．1～O．3mである。下
部署の上部5mは粘土・砂互暦であ乱北叉礫暦は厚さ
約60皿である挑北の方が厚い様であ乱洪積暦は全
胆として北方へ緩斜しており，高山村の南部で基底の高
さは2ω皿であるが，伊賀川より北では150mに下る。
基底面の形は平らではなく，波を打っている。
　以上記遮したところで判る通り，京都府南部の奮洪積
暦は上・下の二暦で分けられる。上部暦は礫質であって
向日町礫層・桃山礫層・北叉暦と呼ばれるものであり・
下部暦は粘土・砂の層であり，亜炭を爽むことがある。
Le晩r　C1鵬日iiCatiOnでいえば下部暦はI（P1iO－PIei昌一
㈱no）に篭り，上部暦はJに當ると考えられる。上部
暦は河成衝であるのに錫して，下部暦は一般に湖或で，
一部（谷口分暦）が海成である。
　7g段丘諌層　これは舞鶴地槽に多いものである批
牛馳画より加501皿高い台地を造る礫暦である。頑知
山市東方の長田野（東西5km，南北2km）が最も顯著
である挑綾部東方・北方・構迫附近に襲達す糺前記
地　　質　　誌
の太平洋側・日本種側の斜面の分水線が通る山陰鯨胡繭
騨附近や船井郡須知町近傍にもある。由良川上流に襲鐘
する段丘にも礫層がのっている。
　8　坤種層　これは山城盆触・亀岡盆触をはじめ，各盆
地内の千野や谷の申の洪酒地を造ってい飢古く比企博
士は京都市内の沖積暦の調査をしたが，その後には京都
市内一部の沖積暦について西尾錘武郎氏や上治博士の研
究がある。今までのところ試錐の深さは100エn以内で
ある様であるが，地質は全部沖積暦であって，局暦の厚
さは恐らく1OOm以上あるものと思われる。比企博士に
よれば沖積暦は砂と礫からなり・間にO・3～1mの泥腐
（赤叉は青）を蟹枚はさんでいて，暦は南西に緩斜する。
西尾氏は四條通に渦って，籔ケ所に試錐をしたものであ
るが・その結果によれば・山陰本線以東では地表から4
～7mの深さまでは亜角礫暦であって，それより下の暦
は粘土質圓礫層を主とし，間に粘土層をはんでいる低
山陰線以西においては上部の亜角礫暦はなくなり，粘土
質圓礫暦が直接地上に現はれるという。（未完）
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研究報告
南満洲小市炭田の地質について
富山原酉部及石川縣東部の第三絢厨
定贋　￥120
（小畠信夫）
（池邊歴生）
〒予］2
地球及岩石銭物の年齢決定法
化石整形術　（一）
（初回甚一郎）
（加藤不二男）
重力測定に於ける振子台共振の土地による相違
　　　　　　　　　　　　　　　　　（熊谷直＿）　　　　　雑報・解読
山東省棲霞縣唐山地方霞石玄武岩に就て（春本篤夫）
合二・ツケル紅士の研究　　　（囲久保賛大郎，鵜飼保郎）
　　第一號の中込は一一京大理學部地質鏡物数室瞭都市左京厘北白川遺命剛へ
呵召手口25角…3月27周　F坦　届咄
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　編集者　　京都大革理學部
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1段　　丘
2戸室火山駕暦
3卯辰川屠（金澤地域）
　．植生亙購（磨光、石動地域）
4大秦砂原
5高窪泥岩履
6下克触凝友岩解
7朝ケ屋泥岩厨
8　七曲凝族質履（金澤地蜘
　士山擬皮質暦（繭光地域）
g砂子板屠族岩層
10轡玉山火111岩層
u桑山火山砦屠
12藏原砂岩履
13御峰泥岩腰
］4砂山砂層
15下市砂岩層
16吉倉泥岩層
17砦尾瀧線色凝友烙腐
エ8千石泥岩暦
命化石産地わ画面の都合上省略したo
